The Study for Representation of Royals at District Communities ; Focus on Aomori Prefecture In the Early Showa Period by 茂木  謙之介
地域社会の皇族表象 : 昭和10年代･青森県を事例に
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の軌跡近代の天皇』､ H)日払文館､ 1993)､ (現人神)という言説が十五年戦争期に限定された現象であったことを鼠証
した新田均『｢現人神｣ ｢国家神道｣という幻想:近代日本を歪めた俗説を礼す』 (php研究所､ 2003)を参照0
























剛紬は学』､ 1998)､高揮健三｢人宇治『津軽』と"風上" (<小特集>第4帥怜国集会の記録)川文学と教育』 187号､
1999)等を参.照o
xl ｢直宮｣とは､一般には皇太子･皇子･皇弟･内観7.などを指す耶吾であるが､同時代の使用では皇太+を除く皇子や
皇弟ら大里の市系の男性を指す用語であったo
xll　前掲小出部
Ⅹ1.1ここでは特に1934 (HTi和9)年の凶作及び1935 (昭和10)年の凶作及び水害を指しているものと思われるo
xIV　当時の秩父吊の;i_場はその第八師は歩兵第四旅凹歩兵第三十一連隊の人隊長であった｡
XV　本稿では分析をここでとどめたが､勢津子妃をあたかも(現人神)であるかのように未硯するこのテクストについて
はより-一層の検討が必要であろう.何より勢津+妃は会津の松平家の末商であり､天皇家のml筋ではない.即ち婚姻に
ょって人皇家の一員となった人びとが(現人神)的に表象されるという問題がここでは持ち上がっているのである｡これ
は今後の課題としたい｡
Ⅹvl　前掲原第5章2節｢｢可視化された帝凶｣の完成-十五年戦争期｣を参照o
